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明
治
期
の
日
本
に
お
け
る
中
国
小
説
史
研
究
に
つ
い
て

―
文
学
史
に
お
け
る
記
述
を
中
心
に

溝
部
良
恵

一
．
は
じ
め
に

近
代
以
前
、
中
国
に
お
い
て
、
小
説
は
多
く
の
読
者
を
持
ち
な
が
ら
も
、
詩
文
の
よ
う
な
正
統
な
文
学
と
し
て
、
正
面
か
ら
取
り
上

げ
ら
れ
、
分
析
、
考
察
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
近
代
以
降
、
西
欧
諸
国
の
影
響
を
受
け
、
小
説
に
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
、

創
作
と
と
も
に
中
国
小
説
史
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
始
ま
り
は
、
魯
迅
が
、『
中
国
小
説
史
略
』（
一
九
二
三
、

一
九
二
四
年
）
の
冒
頭
「
序
言
」
に
お
い
て
、「
中
国
の
小
説
に
は
従
来
歴
史
が
な
か
っ
た
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、
外
国
人
が
書
い
た

中
国
文
学
史
に
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
中
国
人
の
書
い
た
も
の
に
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
記
述
の
量
は
全
体
の
十
分
の
一
に
も
及
ば
な
か

っ
た
の
で
、
内
容
は
詳
し
く
な
か
っ
た）

1
（

」
と
記
し
た
通
り
で
あ
り
、
と
り
わ
け
日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
、

笹
川
種
郎
に
よ
っ
て
、
中
国
小
説
史
の
専
著
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
が
書
か
れ
、
さ
ら
に
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
に
は
、
塩
谷
温
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が
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
に
お
い
て
、
中
国
小
説
史
を
詳
細
に
論
じ
、
中
国
小
説
研
究
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

筆
者
は
、
こ
う
し
た
中
国
小
説
史
研
究
の
枠
組
み
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
以
前
塩
谷
温
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
森
槐
南
の
中
国
小
説
史
研
究
に
つ
い
て
、
槐
南
が
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）『
早
稲
田
文
学
』
誌
上
に
発

表
し
た
「
支
那
小
説
の
話
」
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
（「
森
槐
南
の
中
国
小
説
史
研
究
に
つ
い
て
―
唐
代
以
前
を
中
心
に
―
」
以
下
、

前
稿
と
称
す
る）

2
（

）。
前
稿
に
お
い
て
は
、
漢
詩
人
森
春
濤
の
息
子
で
あ
っ
た
槐
南
が
、
幼
い
頃
か
ら
多
く
の
漢
籍
に
親
し
ん
だ
豊
富
な

読
書
経
験
に
基
づ
き
な
が
ら
、
坪
内
逍
遥
を
中
心
に
提
唱
さ
れ
た
新
し
い
小
説
観
の
影
響
を
受
け
、
中
国
に
お
け
る
「
小
説
」
の
起
源

に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
同
時
に
中
国
に
お
け
る
現
代
的
な
意
味
で
の
「
小
説
」
の
歴
史
的
変
遷
を
記
述
し
た
こ
と
、
ま
た
「
小
説
」

を
経
書
や
史
書
の
補
遺
で
は
な
く
、
芸
術
と
し
て
独
立
し
た
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
そ
れ
以
前
に
は

ほ
と
ん
ど
記
述
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
宋
代
以
前
の
小
説
に
関
す
る
記
述
は
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
で
、
正
式
な
高

等
教
育
を
受
け
た
こ
と
の
な
か
っ
た
槐
南
の
小
説
史
研
究
に
お
い
て
は
、「
文
学
史
」
と
い
う
西
欧
で
生
ま
れ
、
明
治
二
十
年
以
降
の

日
本
に
お
い
て
徐
々
に
根
付
い
て
い
っ
た
概
念
に
対
し
、
無
自
覚
な
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
し
た
。

ま
た
日
本
で
は
、
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
、
中
国
に
先
駆
け
、
多
く
の
中
国
文
学
史
が
書
か
れ
た）

3
（

。
し
か
し
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
）
に
出
版
さ
れ
た
ま
と
ま
っ
た
通
史
の
体
裁
を
と
る
最
も
早
い
中
国
文
学
史
の
一
つ
で
あ
る
古
城
貞
吉
『
支
那
文
学

史
』
を
始
め
と
し
て
、
初
期
の
中
国
文
学
史
に
お
い
て
は
、
小
説
に
関
す
る
記
述
は
な
い
か
、
あ
っ
た
と
し
て
も
あ
ま
り
詳
し
く
は
な

い
。
現
在
で
あ
れ
ば
、
文
学
史
の
中
に
、
小
説
の
一
項
が
含
ま
れ
る
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
前
稿
に
お
い
て
は
、

こ
の
こ
と
に
関
し
て
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
日
本

で
書
か
れ
た
中
国
文
学
史
を
中
心
に
、
小
説
に
関
す
る
記
述
を
調
査
し
、
中
国
文
学
史
に
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
ど
の
よ
う
に
組
み

込
ま
れ
て
い
く
の
か
を
考
察
し
て
み
た
い）

4
（

。
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明治期の日本における中国小説史研究について

二
．
明
治
期
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
史
中
の
小
説
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て

日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
、
三
上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
の
共
著
に
よ
り
、
は
じ
め
て
日
本
の
文
学
の
歴

史
に
つ
い
て
体
系
的
に
記
し
た
『
日
本
文
学
史
』（
金
港
堂
）
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
明
治
十
年
代
―
二
十
年
代
、
つ
ま
り
一
八
七

〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
、
西
欧
に
お
け
る
文
学
史
の
概
念
が
受
容
さ
れ
、
そ
の
影
響
の
も
と
日
本
文
学
史
を
構
想
す
る
気
運

が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
以
下
の
よ
う
に
三
上
ら
の
『
日
本
文
学
史
』
の
「
序
」
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

著
者
二
人
曾
て
大
学
に
在
り
し
時
、
共
に
西
洋
の
文
学
書
を
繙
き
て
、
其
編
纂
法
の
宜
し
き
を
得
た
る
を
嘆
賞
し
、
ま
た
文
学
史

と
い
ふ
者
あ
り
て
、
文
学
の
発
達
を
詳
か
に
せ
る
を
観
、
之
を
研
究
す
る
順
序
の
、
よ
く
整
ひ
た
る
を
喜
び
き
。
之
と
同
時
に
、

本
邦
に
は
未
だ
彼
が
如
き
文
学
書
あ
ら
ず
。
ま
た
文
学
史
と
い
ふ
者
も
な
く
し
て
、
本
邦
の
文
学
を
研
究
す
る
は
、
外
国
の
文
学

を
研
究
す
る
よ
り
も
一
層
困
難
な
る
こ
と
を
感
ず
る
毎
に
、
未
だ
曾
て
、
彼
を
羨
み
、
此
を
憐
み
、
如
何
に
も
し
て
、
我
国
に
も

彼
に
劣
ら
ざ
る
文
学
書
、
ま
た
彼
に
譲
ら
ざ
る
文
学
史
あ
ら
し
め
ん
と
の
慷
慨
の
念
、
勃
然
と
し
て
起
こ
ら
ざ
る
こ
と
無
か
り
き
。

そ
し
て
そ
れ
に
影
響
を
受
け
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
は
古
城
貞
吉
に
よ
り
『
支
那
文
学
史
』
が
書
か
れ
た
の
を
は
じ
め
と

し
て
、
日
本
に
お
い
て
は
、
明
治
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
多
く
の
中
国
文
学
史
が
書
か
れ
た
。

旧
来
の
漢
学
者
達
が
、
作
詩
や
作
文
の
手
本
と
し
て
、
好
み
の
ま
ま
に
詩
文
を
読
む
傾
向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
著
者
達

は
、
そ
の
よ
う
な
立
場
を
離
れ
、
古
今
の
多
く
の
作
品
を
読
み
、
分
析
し
、
そ
の
継
承
や
発
展
を
整
理
し
、
個
々
の
作
品
を
位
置
づ
け
、
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文
学
の
歴
史
を
組
み
立
て
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
小
説
は
、
明
治
以
前
に
は
、
娯
楽
と
し
て
は
読
ま
れ
て
も
、

正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
分
析
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
て
い
く
の
か
は
大
き

な
課
題
で
あ
っ
た
。

日
本
で
書
か
れ
た
中
国
文
学
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
三
浦
叶
『
明
治
の
漢
学
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
所
収
「
明
治
年
間

に
於
け
る
中
国
文
学
史
の
研
究
」
及
び
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学
史
観
』（
創
文
社	

、	

二
〇
〇
二
年
）
所
収
資
料
「
日
本
で
刊
行
さ

れ
た
中
国
文
学
史
―
明
治
か
ら
平
成
ま
で
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
上
記
の
書
に
挙
げ
ら
れ
た
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
前
後
に
日
本
に
お
い
て
書
か
れ
た
中
国
文
学
史
を
中
心
に
、
小
説
に
つ

い
て
の
記
述
、
と
く
に
宋
代
以
前
の
小
説
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
調
査
を
試
み
た
。

範
囲
を
宋
代
以
前
と
す
る
の
は
、
筆
者
が
主
に
唐
代
の
小
説
を
研
究
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
ま
た
宋
代
以
降
の
白
話
小
説
に

関
し
て
は
、
金
聖
嘆
な
ど
に
よ
る
批
評
が
存
在
し
、
笹
川
種
郎
を
は
じ
め
と
し
て
、
初
期
の
中
国
小
説
史
に
関
す
る
記
述
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ら
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
宋
代
以
前
の
小
説
史
を
ど
の
よ
う
に
記
す
か
は
、
中
国
小
説
史
の
形
成
を

考
え
る
上
で
、
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
書
に
つ
い
て
は
、
一
二
六
頁
の
別
表
「
明
治
期
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
史
」

に
一
覧
を
作
成
し
た
。
以
下
番
号
は
、
表
に
対
応
す
る
。

１
‐
１　

末
松
謙
澄
『
支
那
古
文
学
略
史
』（
文
学
社
、
明
治
十
五
年
、
一
八
八
二
年
）

〔
著
者
略
歴
〕
安
政
二
年
―
大
正
九
年
（
一
八
五
五
―
一
九
二
〇
）。
号
青
萍
。
伊
藤
博
文
に
認
め
ら
れ
、
政
界
に
入
る
。
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
か
ら
十
九
年
（
一
八
八
六
）
ま
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
学
ぶ
。
バ
イ
ロ
ン
、
シ
ェ
リ
ー
な
ど
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明治期の日本における中国小説史研究について

の
詩
を
漢
訳
す
る
と
と
も
に
、『
源
氏
物
語
』
を
初
め
て
英
訳
、
刊
行
し
た）

5
（

。

〔
内
容
〕
同
書
は
、
明
治
十
五
年
六
月
十
一
日
に
ロ
ン
ド
ン
日
本
学
生
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
講
演
に
基
づ
く
。

「
古
文
学
」
と
し
て
い
る
が
、「
周
官
」「
管
子
」「
老
子
」
な
ど
十
の
項
目
が
た
て
ら
れ
て
お
り
、
今
日
的
な
意
味
で
の
「
文
学
」
と

い
う
よ
り
は
、
先
秦
を
中
心
と
す
る
学
術
史
的
内
容
を
持
っ
て
い
る
。

２
‐
１　

児
島
献
吉
郎
『
支
那
文
学
史
』（
同
文
社
、
明
治
二
十
四
―
二
十
五
年
、
一
八
九
一
―
一
八
九
二
）

〔
著
者
略
歴
〕
慶
応
二
年
―
昭
和
六
年
（
一
八
六
六
―
一
九
三
一
）。
字
は
士
文
、
号
は
星
江
、
一
枝
巣
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

八
）、
帝
国
大
学
付
属
古
典
講
習
科
漢
書
科
卒
業
。
帝
国
博
物
館
美
術
部
員
を
経
て
東
京
府
立
第
一
中
学
校
に
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
著

作
も
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
教
授
、
東
京
師
範
学
校
教
授
、
二
松
学
舎
学
長
を
経
て
、
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
ま
で
京
城
（
ソ
ウ
ル
）
大
学
文
学
部
教
授
を
務
め
る）

6
（

。

〔
内
容
〕『
支
那
文
学
史
』
は
、
同
文
社
発
行
『
支
那
文
学
』
第
一
号
か
ら
九
号
お
よ
び
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
。『
支
那
文
学
』
は
、

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）、
児
島
が
大
学
で
同
期
で
あ
っ
た
島
田
鈞
一
と
と
も
に
発
行
し
た
も
の
で
、
当
時
多
く
見
ら
れ
た
講
義

録
風
の
体
裁
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

十
一
号
ま
で
掲
載
さ
れ
た
内
容
は
、「
上
古
史
」
と
し
て
周
末
ま
で
の
文
学
を
論
じ
て
い
る
。
総
論
に
は
、
清
代
ま
で
の
概
観
が
示

さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
恐
ら
く
清
代
ま
で
の
文
学
を
記
述
す
る
予
定
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
儒
家
や
道
家
な
ど
の
思
想
を
取
り
扱

っ
て
お
り
、
こ
の
著
で
さ
す
「
文
学
」
と
は
、
１
‐
１
末
松
の
著
と
同
じ
く
、
学
術
史
的
な
意
味
で
あ
る
。
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２
‐
２　

児
島
献
吉
郎
『
文
学
小
史
』（
漢
文
書
院
、
明
治
二
十
七
年
、
一
八
九
四
）

〔
内
容
〕
漢
文
書
院
発
行
『
支
那
学
』
第
一
号
、
第
二
号
、
第
六
号
掲
載
。

春
秋
戦
国
ま
で
を
記
す
。（
未
見
、「
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
中
国
文
学
史
」
所
載
目
次
に
よ
る
）

２
‐
３　

児
島
献
吉
郎
『
支
那
大
文
学
史
古
代
篇
』（
冨
山
房
、
明
治
四
十
二
年
、
一
九
〇
九
）

〔
内
容
〕
上
古
よ
り
清
末
に
至
る
ま
で
九
期
に
時
代
区
分
し
、
さ
ら
に
第
六
期
、
魏
晋
以
後
隋
の
滅
亡
ま
で
を
古
代
、
以
後
を
近
世
と

二
大
別
し
、
隋
末
ま
で
を
記
す
。
２
‐
１
、
２
‐
２
が
春
秋
末
ま
で
で
終
わ
っ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
現
代
的
な
意
味
で
の
文
学
に
関
す

る
記
述
が
な
い
の
に
対
し
、
こ
の
書
で
は
、
漢
代
以
降
は
詩
文
中
心
に
記
さ
れ
て
い
る
。
小
説
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。	

２
‐
４　

児
島
献
吉
郎
『
支
那
文
学
史
綱
』（
冨
山
房
、
明
治
四
十
五
年
、
一
九
一
二
）

〔
内
容
〕
上
古
文
学
、
中
古
文
学
、
近
古
文
学
、
近
世
文
学
の
四
時
期
に
時
代
を
区
分
す
る
。
第
四
篇
「
近
古
文
学
」（
近
古
は
唐
初
か

ら
明
末
を
指
す
）
第
三
十
一
章
に
「
小
説
戯
曲
の
勃
興
」、
及
び
第
五
篇
「
近
世
文
学
」（
近
世
は
清
を
指
す
）
第
八
章
に
「
小
説
戯

曲
」
の
項
を
設
け
る
。

「
小
説
戯
曲
の
勃
興
」
に
お
い
て
は
、
小
説
戯
曲
の
勃
興
は
本
格
的
に
は
元
代
に
は
じ
ま
る
と
し
、「
水
滸
伝
」「
三
国
志
」「
西
廂
記
」

な
ど
に
つ
い
て
簡
略
に
記
す
と
と
も
に
、「
元
以
前
に
小
説
戯
曲
な
き
に
非
ず
や
」
と
し
て
、
主
に
『
漢
書
』「
芸
文
志
」
の
記
述
に
基

づ
き
な
が
ら
、
小
説
家
の
は
じ
ま
り
が
古
代
の
稗
官
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。	

２
‐
５　

児
島
献
吉
郎
『
支
那
文
学
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
刊
行
年
不
明
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
以
降
か
？
）
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〔
内
容
〕
著
者
名
に
「
文
学
博
士　

児
島
献
吉
郎
博
士
口
述
」
と
あ
る
。
児
島
が
博
士
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
一
年
以
降
で
あ
り
、

そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
講
義
録
で
あ
る
。
時
代
区
分
な
ど
は
、
２
‐
４
と
同
じ
で
あ
る
。

第
四
篇
「
近
古
文
学
」
第
二
十
六
章
「
戯
曲
小
説
」
及
び
第
五
篇
第
七
章
「
清
の
戯
曲
小
説
」
が
あ
る
。
前
者
に
お
い
て
は
、
２
‐
４

と
同
じ
く
小
説
の
起
源
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

３
‐
１　

古
城
貞
吉
『
支
那
文
学
史　

完
』（
経
済
雑
誌
社
、
明
治
三
十
年
、
一
八
九
七
）

〔
著
者
略
歴
〕
慶
応
二
年
―
昭
和
二
十
四
年
（
一
八
六
六
―
一
九
四
九
）。
熊
本
高
等
中
学
（
後
の
第
五
高
等
学
校
）
卒
業
後
、
明
治
十

七
年
（
一
八
八
四
）
第
一
高
等
学
校
入
学
、
翌
年
中
退
。
以
後
独
学
で
中
国
の
文
学
、
経
学
を
学
ぶ
。
明
治
三
十
年
『
支
那
文
学
史
』

を
著
し
、
同
年
日
報
社
に
入
社
、
清
国
に
留
学
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
東
洋
大
学
教
授
、
大
正
十
二
年
に
は
大
東
文
化
学
院

（
後
の
大
東
文
化
大
学
）
教
授
と
な
る）

7
（

。

〔
内
容
〕
序
論
お
よ
び
全
九
篇
か
ら
な
る
。
ほ
ぼ
王
朝
ご
と
に
篇
を
た
て
、
上
古
よ
り
清
代
ま
で
詩
文
を
中
心
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

児
島
２
‐
１
、
２
‐
２
は
書
か
れ
た
時
期
は
、
古
城
の
書
に
先
ん
じ
る
が
、
春
秋
戦
国
ま
で
で
記
述
は
終
わ
っ
て
お
り
、
本
格
的
な
文

学
通
史
と
し
て
は
、
古
城
の
書
は
最
も
早
い
も
の
と
い
え
る
。

こ
の
書
は
、
以
後
版
元
を
冨
山
房
に
変
え
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
訂
正
再
版
さ
れ
以
後
、
訂
正
増
補
四
版
（
明
治
三
十
九

年
、
一
九
〇
六
）、
五
版
（
明
治
三
十
九
年
、
一
九
〇
六
）
と
版
を
重
ね
た
。
初
版
に
お
い
て
は
、
小
説
戯
曲
に
関
す
る
記
述
は
な
か

っ
た
が
、
再
版
の
際
に
「
余
論
」
が
付
け
加
え
ら
れ
、
そ
の
う
ち
「
儒
教
主
義
と
小
説
と
の
関
係
」、「
元
曲
の
発
達
」、「
士
君
子
の
小

説
観
」
な
ど
に
お
い
て
小
説
戯
曲
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
儒
教
主
義
は
治
国
平
天
下
を
第
一
と
し
た
た
め
、
小
説
の
よ
う
な
も
の

は
退
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、『
漢
書
』「
芸
文
志
」
に
小
説
家
の
書
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
宋
代
に
白
話
小
説
が
作
ら
れ
る
ま
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え
に
、
そ
の
前
史
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
余
論
に
お
い
て
も
十
分
に
小
説
戯
曲
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え

ず
、
自
ら
「
再
版
例
言
」
に
お
い
て
「
唐
宋
の
仏
教
文
学
、
金
元
間
の
詞
曲
小
説
等
に
関
し
て
は
、
猶
未
た
其
消
息
を
悉
さ
〻
る
も
の

多
し
、
現
に
多
少
の
材
料
を
有
し
、
又
聊
所
見
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も
、
今
版
に
於
て
は
未
た
此
に
及
ふ
と
能
は
す
、
姑
ら
く
之
を
異
日

に
譲
れ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

吉
川
幸
次
郎
は
、
こ
の
書
に
つ
い
て
「
明
治
二
十
四
年
に
稿
を
起
こ
し
、
二
十
九
年
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
中
国
文

学
研
究
に
一
転
機
を
画
し
た
業
績
で
あ
る
―
（
中
略
）
―
中
国
文
学
を
歴
史
的
に
系
統
づ
け
る
仕
事
は
、
実
に
こ
の
書
に
始
ま
る
。
し

か
も
そ
れ
は
、Giles,Grube
ら
西
洋
人
に
よ
る
中
国
文
学
史
に
も
先
行
し
て
、
世
界
最
初
の
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
今
日
に
お

い
て
も
な
お
こ
れ
だ
け
の
業
績
は
少
な
い
」、
ま
た
さ
ら
に
「
た
だ
し
こ
の
書
は
大
部
分
を
詩
文
に
関
す
る
叙
述
に
費
し
、
戯
曲
小
説

に
つ
い
て
の
叙
述
を
欠
く
。
ま
た
そ
の
古
代
の
部
分
に
お
い
て
、
経
子
の
書
の
思
想
の
説
明
に
深
入
り
し
す
ぎ
て
い
る
な
ど
、
今
日
の

文
学
史
の
体
裁
と
同
じ
で
な
い
」
と
評
し
て
い
る）

8
（

。

４
‐
１　

藤
田
豊
八
『
支
那
文
学
史
』（
東
京
専
門
学
校
、
明
治
二
十
八
年
―
明
治
三
十
年
？
、
一
八
九
五
―
一
八
九
七
？
）

〔
著
者
略
歴
〕
明
治
二
年
―
昭
和
四
年
（
一
八
六
九
―
一
九
二
九
）。
号
は
剣
峯
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
第
三
高
等
中
学
校
卒

業
後
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
文
科
に
入
学
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
卒
業
し
、
さ
ら
に
大
学
院
に
入
り
、
支
那
哲
学
を

専
攻
す
る
。
こ
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
早
稲
田
大
学
及
び
東
洋
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
や
東
洋
哲
学
館
な
ど
に
お
い
て
講
師
を

務
め
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
清
国
に
渡
り
、
羅
振
玉
の
『
農
学
報
』
の
翻
訳
者
と
な
る
。
翌
年
羅
振
玉
ら
が
、
上
海
に
東
文

学
社
を
設
立
す
る
に
至
り
、
藤
田
も
日
本
語
な
ど
を
教
授
し
た
。
学
生
の
中
に
は
王
国
維
が
お
り
、
以
後
羅
、
王
は
藤
田
を
通
し
て
、

内
藤
湖
南
、
狩
野
直
喜
な
ど
日
本
を
代
表
す
る
中
国
研
究
者
と
交
流
す
る
よ
う
に
な
る
。
以
後
大
正
の
初
め
ま
で
何
度
か
清
国
、
民
国
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に
赴
く
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
早
稲
田
大
学
教
授
、
同
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）
に
は
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
教
授
、
昭
和
三

年
（
一
九
二
八
）
台
北
帝
国
大
学
文
政
学
部
長
に
就
任）

9
（

。

〔
内
容
〕『
支
那
文
学
史
』
は
、
現
在
国
会
図
書
館
の
蔵
書
目
録
に
は
「
邦
語
文
学
第
一
回
二
年
級
講
義
録
、
第
二
回
三
年
級
講
義
録
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
刊
行
年
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
東
京
専
門
学
校
の
講
義
録
が
明
治
二
十
八
年
に
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
ま
た

講
義
録
の
末
尾
に
「
講
者
支
那
行
の
事
あ
り
、
遺
憾
な
が
ら
こ
こ
に
こ
の
稿
を
中
止
す
」
と
あ
り
、
藤
田
の
渡
清
が
明
治
三
十
年
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
支
那
文
学
史
』
と
は
銘
打
っ
て
い
る
が
、
古
代
よ
り
東
漢
ま
で
の
文
学
で

そ
の
記
述
は
終
わ
っ
て
い
る
。
小
説
に
関
し
て
は
、「
第
二
期　

中
世
文
学　

其
二　

東
漢
文
学　
　

其
四　

小
説
の
萌
芽
」
と
い
う

項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。『
漢
書
』「
芸
文
志
」
に
著
録
さ
れ
る
「
小
説
」
と
は
「
今
の
所
謂
小
説
と
相
同
じ
き
も
の
に
は
あ
ら
ず
」

と
し
た
上
で
、
同
書
所
収
の
十
五
種
の
「
小
説
」
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
『
荘
子
』
や
『
楚
辞
』
な
ど
南
方
の
文
学
に
神
話
的
な

も
の
あ
る
い
は
恋
愛
的
な
要
素
が
あ
り
、
こ
こ
に
「novel

」
と
い
う
意
味
で
の
中
国
に
お
け
る
「
小
説
」
の
萌
芽
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。

４
‐
２　

藤
田
豊
八
『
支
那
文
学
学
史
綱　

先
秦
文
学
』（
東
華
堂
、
明
治
三
十
年
、
一
八
九
七
）

〔
内
容
〕
４
‐
１
と
ほ
ぼ
内
容
は
重
な
る
。「
序
論
」
に
お
い
て
、「
蓋
し
時
は
歴
史
の
経
な
り
、
外
囲
は
歴
史
の
緯
な
り
、
人
間
の
特

性
は
此
経
緯
に
縁
り
て
一
種
の
歴
史
的
現
象
を
織
り
出
す
も
の
な
り
。
文
学
の
史
に
於
い
て
も
亦
た
然
ら
ざ
る
可
ら
ず
」
と
し
て
、
文

学
史
を
構
想
す
る
に
は
「
時
と
外
囲
と
人
」
を
観
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
理
論
に
基
づ
き
、
と
り
わ
け
中

国
に
お
け
る
北
方
と
南
方
の
文
化
的
な
差
異
に
注
目
す
る
。
範
囲
は
先
秦
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
４
‐
１
に
あ
っ
た
よ
う
な
「
小
説

の
萌
芽
」
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
て
論
じ
た
部
分
は
な
い
が
、
南
方
で
は
想
像
力
に
富
ん
だ
『
荘
子
』
や
『
楚
辞
』
な
ど
が
、
後
に
小
説
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を
生
み
だ
す
基
と
な
っ
た
と
い
う
説
は
同
じ
で
あ
る
。

５
‐
１　

笹
川
臨
風
・
白
河
鯉
洋
・
大
町
桂
月
・
藤
田
剣
峯
・
田
岡
嶺
雲
『
支
那
文
学
大
綱
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
明
治
三
十

―
三
十
七
年
、
一
八
九
七
―
一
九
〇
四
）

〔
著
者
略
歴）

（1
（

〕（
笹
川
、
藤
田
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
６
‐
１
、
４
‐
１
の
記
述
を
参
照
。）

白
河
鯉
洋
（
明
治
七
年
―
大
正
八
年
、
一
八
七
四
―
一
九
一
九
）
本
名
次
郎
。
鯉
洋
は
号
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
帝
国
大
学

文
科
大
学
漢
学
科
卒
。
大
学
の
仲
間
で
あ
る
田
岡
嶺
雲
や
藤
田
豊
八
と
『
江
湖
評
論
』
を
発
刊
、
自
ら
も
多
く
の
文
を
寄
せ
る
。
の
ち

神
戸
新
聞
、
九
州
日
報
の
主
筆
と
な
る
。
さ
ら
に
張
之
洞
に
招
聘
さ
れ
、
南
京
に
わ
た
り
、
江
南
高
等
学
堂
の
総
教
習
と
な
っ
た
。
帰

朝
後
は
、
早
稲
田
大
学
講
師
、
大
阪
関
西
日
報
の
主
筆
と
な
り
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
大
阪
市
よ
り
衆
議
院
議
員
に
選
出
さ
れ
る

が
、
同
八
年
帝
国
議
会
の
開
院
後
、
大
町
桂
月
と
会
飲
し
た
の
ち
、
急
死
す
る
。

大
町
桂
月）

（（
（

（
明
治
二
年
―
大
正
十
四
年
、
一
八
六
九
―
一
九
二
五
）
本
名
芳
衛
。
桂
月
は
号
。
幼
い
頃
は
い
く
つ
か
の
学
校
、
私
塾

で
漢
文
を
学
び
、
そ
の
後
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
に
入
学
。
同
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）、
東
大
か
ら
『
帝
国
文
学
』
が
発
刊
さ
れ
る
と
、
桂
月
は
編
集
委
員
の
一
人
と
し
て
、
同
誌
に
多
く
の
文
章
を
発
表
し
た
。

同
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
大
学
を
卒
業
後
は
、
文
筆
や
雑
誌
を
主
宰
す
る
な
ど
し
た
。
文
を
以
て
名
を
知
ら
れ
、
高
山
樗
牛
と
並

び
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

田
岡
嶺
雲）

（1
（

（
明
治
三
年
―
大
正
元
年
、
一
八
七
〇
―
一
九
一
二
）
本
名
佐
代
治
。
嶺
雲
は
号
。
土
佐
の
出
身
で
、
板
垣
退
助
ら
が
設

立
し
た
立
志
社
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
共
立
学
校
で
英
語
を
学
ぶ
と
共
に
、
独
学
で
漢
文
を
学
ぶ
。
後
、
大
阪
の
官
立
中
学
校
（
後
の

第
三
高
等
学
校
）
に
学
ぶ
が
、
病
気
の
た
め
退
学
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
上
京
し
、
水
産
伝
習
所
に
入
り
、
同
二
十
四
年
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（
一
八
九
一
）
に
卒
業
し
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
の
選
科
に
入
っ
た
。
正
規
の
教
育
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
本

科
に
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
卒
業
。『
東
亜
説
林
』、『
青
年
文
』
な
ど
の
雑
誌
を
発
行
し
た
が
、

い
づ
れ
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
に
発
表
し
た
評
論
や
論
説
を
『
嶺
雲
搖
曳
』（
明
治
二
十
八
年
）
と
し
て
発
行
す

る
や
青
年
を
中
心
に
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
た
。
そ
の
後
中
学
校
教
師
、
新
聞
記
者
を
経
て
、
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
張
之
洞
、

藤
田
豊
八
の
招
き
で
上
海
に
渡
り
、
羅
振
玉
の
主
催
す
る
学
校
で
日
本
語
を
教
え
る
が
、
病
の
た
め
帰
国
。
同
三
十
四
年
（
一
九
〇

一
）、
教
科
書
会
社
と
学
校
の
癒
着
が
全
国
的
に
問
題
と
な
り
、
こ
れ
を
批
判
す
る
文
章
を
連
日
新
聞
に
発
表
し
た
こ
と
で
、
官
吏
侮

辱
罪
に
問
わ
れ
、
禁
固
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
以
後
嶺
雲
の
著
作
は
幾
度
か
発
売
禁
止
処
分
を
受
け
た
。
同
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
再

び
大
陸
に
渡
る
が
ほ
ど
な
く
し
て
脊
椎
カ
リ
エ
ス
を
患
い
帰
国
。
以
後
は
病
の
た
め
に
歩
行
も
困
難
と
な
る
が
、
精
力
的
に
執
筆
活
動

を
続
け
、
没
後
の
五
日
前
に
は
、
自
叙
伝
「
数
奇
伝
」
を
著
し
た
。

〔
内
容
〕
上
記
に
記
し
た
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
を
卒
業
し
た
て
の
新
進
気
鋭
の
同
窓
生
五
人
の
合
著
に
よ
る
叢
書
で
、
明
治
三
十

年
（
一
八
九
七
）
八
月
よ
り
毎
月
一
冊
、
全
十
六
冊
の
刊
行
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
の
叢
書
刊
行
の
直
前
に
は
、
同
じ
く
大
日
本
図
書
株

式
会
社
か
ら
『
国
文
学
大
綱
』
が
発
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
卒
行
の
塩
井
雨
江
、
大
町
桂
月
、
武

島
羽
衣
の
三
名
に
よ
っ
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
国
文
学
上
の
各
時
代
を
代
表
す
る
作
家
を
取
り
上
げ
、
一
人
一
冊
、
計
十
二

冊
の
出
版
を
計
画
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
三
巻
し
か
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
。『
支
那
文
学
大
綱
』
は
、
こ
の
姉
妹
編
と
も
言
え
る
も

の
で
、『
国
文
学
大
綱
』
の
方
法
を
踏
襲
し
、
ほ
ぼ
一
冊
に
つ
き
一
人
の
作
家
を
取
り
上
げ
そ
の
評
伝
を
中
心
に
、
時
代
背
景
、
作
品

の
鑑
賞
を
試
み
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
『
国
文
学
大
綱
』「
序
」
に
よ
れ
ば
、
モ
ー
レ
ー
『
英
国
文
人
叢
伝
』
や
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン

『
文
豪
列
伝
』
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

『
支
那
文
学
大
綱
』
は
実
際
に
は
十
五
冊
し
か
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

（1
（

。『
白
楽
天
』『
杜
甫
』
な
ど
有
名
な
詩
人
か
ら
、



120

『
元
遺
山
』『
曹
子
建
』
な
ど
、
お
そ
ら
く
日
本
に
お
い
て
初
め
て
の
ま
と
ま
っ
た
評
伝
が
書
か
れ
た
詩
人
、
あ
る
い
は
『
李
笠
翁
』『
湯

臨
川
』
な
ど
の
戯
曲
家
も
含
ま
れ
て
い
る）

（1
（

。『
李
笠
翁
』『
湯
臨
川
』
は
、
６
‐
１
で
ふ
れ
る
単
著
と
し
て
は
日
本
で
は
じ
め
て
小
説
戯

曲
の
歴
史
を
記
し
た
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
を
書
い
た
笹
川
種
郎
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
本
の
出
版
時
期
は
ほ
ぼ
重
な
っ

て
お
り
、
内
容
も
重
複
し
て
い
る
。

	６
‐
１　

笹
川
種
郎
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』（
東
華
堂
、
明
治
三
十
年
、
一
八
九
七
）

〔
著
者
略
歴
〕（
明
治
三
年
―
昭
和
二
十
四
年
、
一
八
七
〇
―
一
九
四
九
）
号
は
臨
風
。
第
三
高
等
中
学
文
科
を
経
て
、
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
史
科
を
卒
業
。
そ
の
後
は
大
学
の
同
窓
ら
と
『
東
亜
説
林
』、『
江
湖
文
学
』、『
帝
国
文

学
』
な
ど
の
雑
誌
の
発
行
に
参
加
す
る
。
以
後
も
活
発
な
文
筆
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職
な
ど
に
も
つ
い
た
。
も
と
も
と
国
史
学

専
攻
で
あ
っ
た
た
め
、
日
本
文
化
史
に
か
か
わ
る
著
作
が
多
い
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
は
、「
東
山
時
代
の
文
化
」
で
文
学

博
士
の
学
位
を
得
る
。

〔
内
容
〕『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
は
単
著
と
し
て
は
日
本
で
は
じ
め
て
の
中
国
の
小
説
戯
曲
に
関
す
る
専
著
で
あ
る
。
内
容
は
以
下
の

目
次
の
通
り
で
あ
る）

（1
（

。

第
一
篇　

支
那
に
於
け
る
小
説
戯
曲
の
発
展

第
二
篇　

元
朝　

第
一
章　

概
説　

第
二
章　

雑
劇　

第
三
章　
『
水
滸
伝
』
及
『
三
国
志
』　

第
四
章　
『
西
廂
記
』

　
　
　
　
　
　
　

第
五
章　
『
琵
琶
記
』

第
三
篇　

明
朝　

第
一
章　

概
説　

第
二
章　
『
西
遊
記
』　

第
三
章　

湯
若
士　

第
四
篇　

清
朝　

第
一
章　

概
説　

第
二
章　
『
紅
楼
夢
』　

第
三
章　

金
聖
歎　

第
四
章　

李
笠
翁　

第
五
章　
『
桃
花
扇
』
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附
録　
『
金
雲
翹
伝
』

第
二
篇
第
四
章
『
西
廂
記
』
お
よ
び
第
四
篇
第
三
章
「
金
聖
歎
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
雑
誌
『
帝
国
文

学
』
第
二
巻
に
発
表
し
た
「
西
廂
記
を
読
む
」（
第
二
巻
第
九
号
、
第
十
号
）
及
び
「
金
聖
歎
」（
第
二
巻
第
三
号
、
第
四
号
）
に
全
面

的
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
た
第
三
篇
第
三
章
「
湯
若
士
」
及
び
第
四
篇
第
四
章
「
李
笠
翁
」
は
、
５
‐
１
『
支
那
文
学
大
綱
』
の
笹
川
が

担
当
し
た
「
湯
若
士
」（
巻
五
、
明
治
三
十
一
年
発
行
）
及
び
「
李
笠
翁
」（
巻
三
、
明
治
三
十
年
発
行
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

冒
頭
に
「
著
者
曰
く
」
と
し
て
「
吾
が
学
の
浅
く
し
て
識
の
狭
き
、
未
だ
洽
く
支
那
の
小
説
と
戯
曲
と
を
窺
ひ
知
り
得
た
る
に
非
ず
。

其
の
名
を
聞
て
未
だ
見
ざ
る
の
書
あ
り
」
と
笹
川
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
小
説
に
対
し
て
必
ず
し
も
詳
し
い
知
識
が
あ
っ

た
わ
け
で
な
い
。
ま
た
目
次
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
元
以
前
に
関
し
て
は
、「
第
一
篇　

支
那
に
於
け
る
小
説
戯
曲
の
発
展
」
で
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
は
実
質
的
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
る
儒
教
を
中
心
の
思
想
と
し
て
据
え
る

北
方
の
文
化
と
豊
か
な
想
像
力
を
有
す
る
南
方
の
文
化
と
い
う
大
き
な
二
つ
の
傾
向
を
有
す
る
文
化
が
あ
る
が
、
主
流
は
北
方
に
あ
っ

た
と
す
る
。
さ
ら
に
南
方
で
は
『
荘
子
』
や
『
楚
辞
』
な
ど
が
書
か
れ
、
そ
れ
ら
は
中
国
文
化
の
主
流
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

中
国
小
説
の
起
源
と
し
て
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
唐
以
前
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
『
穆
天
子
伝
』

『
飛
燕
外
伝
』『
雑
事
秘
辛
』『
捜
神
記
』『
続
斉
諧
記
』『
開
元
天
宝
遺
事
』『
会
真
記
』『
遊
仙
窟
』
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
簡
単
な
記
述
で
終
わ
っ
て
お
り
、
書
名
を
あ
げ
た
だ
け
の
も
の
も
あ
る
。

６
‐
２　

笹
川
種
郎
『
支
那
文
学
史
』（
博
文
館
「
帝
国
百
科
全
書
」
第
九
編
、
明
治
三
十
一
年
、
一
八
九
八
）

〔
内
容
〕
博
文
館
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
創
業
の
出
版
社
で
あ
り
、
雑
誌
『
太
陽
』
を
創
刊
す
る
な
ど
明
治
の
言
論
界
に
お
い
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て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。「
帝
国
百
科
全
書
」
全
二
百
巻
（
一
八
九
八
―
一
九
〇
九
）
は
、
英
国
の
大
英
百
科
全
書
に
範

を
と
っ
た
も
の
で
、
明
治
三
十
一
年
に
刊
行
が
は
じ
ま
り
、
文
学
、
歴
史
、
哲
学
等
の
み
な
ら
ず
、
経
済
、
農
業
、
化
学
な
ど
様
々
な

分
野
の
内
容
を
持
つ
。『
支
那
文
学
史
』
は
、
古
代
よ
り
清
朝
ま
で
の
文
学
史
を
記
述
す
る
。
総
説
に
お
い
て
中
国
文
化
に
お
け
る
南

北
の
差
異
に
ふ
れ
る
な
ど
、
５
‐
１
、
６
‐
１
の
内
容
を
踏
襲
し
て
い
る
。
小
説
に
つ
い
て
は
「
第
七
期　

金
元
の
文
学　

二　

小
説

と
戯
曲
の
発
展
」
に
至
り
ふ
れ
て
お
り
、
ま
ず
「
小
説
戯
曲
発
達
遅
々
の
所
因
」
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
６
‐
１
と
同
じ
も

の
で
あ
り
、
北
方
の
儒
教
文
化
優
位
の
中
で
、
元
と
い
う
異
民
族
の
王
朝
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
戯
曲
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
が
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。

７
‐
１　

高
瀬
武
次
郎
『
支
那
文
学
史
』（
明
治
三
十
四
年
、
一
九
〇
一
）

〔
著
者
略
歴
〕
明
治
元
年
―
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
六
八
―
一
九
五
〇
）。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢

学
科
卒
。
哲
学
館
（
東
洋
大
学
の
前
身
）
を
経
て
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
助
教
授
と
な
る
。

京
都
大
学
に
お
け
る
は
じ
め
て
の
中
国
哲
学
の
専
任
教
官
と
な
る
。
の
ち
立
命
館
大
学
文
学
部
長
な
ど
を
務
め
る
。

〔
内
容
〕
国
会
図
書
館
の
目
録
に
は
、「
哲
学
館
漢
学
専
修
漢
学
講
義
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
哲
学
館
と
は
東
洋
大
学
の
前
身
で
あ
る
。

哲
学
館
で
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
よ
り
、
遠
隔
地
に
住
む
生
徒
の
た
め
に
、
通
信
教
育
を
行
っ
て
お
り
、「
漢
学
専
修
科
講
義

録
」
と
し
て
講
義
録
を
編
集
、
発
行
し
て
い
た
。
同
書
は
そ
の
中
の
一
冊
で
あ
る
。
総
論
十
一
章
、
本
論
は
「
上
古
期
」（
戦
国
末
ま

で
）
十
三
章
、
及
び
「
支
那
中
世
期
文
学
」
十
二
章
か
ら
な
り
、
隋
ま
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
小
説
に
関
し
て
は
、「
第
二
篇
支
那
中

世
期
文
学　

第
一
期　

秦
漢
文
学　

秦
漢
文
学
の
結
論　
（
天
）
漢
代
の
小
説
」
及
び
「
第
二
期　

三
国
六
朝
文
学
結
論
」
に
見
ら
れ

る
。
漢
代
の
小
説
に
つ
い
て
は
、『
漢
書
』「
芸
文
志
」
の
「
小
説
」
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
国
及
び
六
朝
に
つ
い
て
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の
小
説
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
代
に
は
、
五
行
、
讖
緯
思
想
が
盛
ん
と
な
り
、
神
仙
等
の
怪
異
譚
が
は
や
っ
た
こ
と
さ
ら
に
仏
教
が
伝

来
し
教
理
を
伝
え
る
た
め
に
さ
ら
に
怪
異
の
書
が
多
く
書
か
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
後
に
は
「
三
教
の
関
係
」
と
い
う
一
節
も

見
ら
れ
、
他
の
文
学
史
に
は
見
ら
れ
な
い
哲
学
者
で
あ
る
高
瀬
の
特
色
が
出
て
い
る
。

８
‐
１　

中
根
淑
『
支
那
文
学
史
要　

全
』（
金
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
、
一
九
〇
〇
）

〔
著
者
略
歴
〕
天
保
十
年
―
大
正
二
年
（
一
八
三
九
―
一
九
一
三
）。
号
は
香
亭
。
幕
臣
の
漢
学
者
、
曽
根
得
斉
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、

幼
い
こ
ろ
中
根
家
の
養
子
と
な
る
。
明
治
維
新
の
際
に
は
最
後
ま
で
幕
府
方
に
つ
い
た
。
徳
川
慶
喜
が
駿
河
に
移
る
に
従
い
、
沼
津
兵

学
校
教
授
と
な
る
。
以
後
文
部
省
編
輯
官
な
ど
を
務
め
た
後
、
文
筆
活
動
に
入
る
。

〔
内
容
〕
太
古
よ
り
清
ま
で
記
述
す
る
。
例
言
に
よ
れ
ば
、
古
城
貞
吉
の
書
を
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
に
つ
い
て
は
、

元
代
の
記
述
で
戯
曲
に
つ
い
て
の
記
述
の
前
に
、
ご
く
簡
単
に
宋
以
前
の
小
説
に
つ
い
て
、『
穆
天
子
伝
』、『
漢
武
帝
内
伝
』、『
会
真

記
』、『
遊
仙
窟
』
の
書
名
を
あ
げ
る
の
み
で
あ
る
。

９
‐
１　

久
保
天
随
『
支
那
文
学
史
』（
人
文
社
、
明
治
三
十
六
年
、
一
九
〇
三
）

〔
著
者
略
歴
〕
明
治
八
年
―
昭
和
九
年
（
一
八
七
五
―
一
九
三
四
）。
本
名
得
二
。
字
は
士
奇
。
別
号
は
黙
龍
・
青
琴
な
ど
。
第
二
高
等

学
校
を
卒
業
後
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
文
学
科
入
学
、
同
三
十
二
年
卒
業
、
大
学
院
に
入
る
。

在
学
中
か
ら
『
帝
国
文
学
』
に
文
章
を
発
表
し
、
卒
業
後
も
文
筆
中
心
の
生
活
を
続
け
、
多
く
の
著
作
を
著
し
た
。
以
後
宮
内
省
図
書

寮
編
修
官
を
経
て
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
台
北
帝
国
大
学
の
文
政
学
部
東
洋
文
学
科
の
教
授
と
な
る
。
宮
内
省
に
職
を
得
て
か
ら

は
、
研
究
生
活
に
入
り
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
は
「
西
廂
記
の
研
究
」
に
よ
っ
て
東
京
帝
国
大
学
よ
り
博
士
学
位
を
授
与
さ
れ
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て
い
る
。

〔
内
容
〕
冒
頭
に
お
か
れ
た
「
例
言
十
則
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
久
保
が
大
日
本
文
学
会
の
依
頼
に
応
じ
、
講
義
録
「
文
学
講
義
」

上
に
掲
載
し
た
も
の
を
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
他
に
も
、
久
保
は
大
学
在
学
中
の
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
か
ら
、

『
帝
国
文
学
』
に
中
国
文
学
に
関
す
る
論
文
等
を
発
表
し
続
け
て
お
り
、
講
義
録
を
書
く
に
あ
た
っ
て
そ
れ
ら
も
参
考
に
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
全
十
二
講
か
ら
な
る
。
ま
た
例
言
第
五
則
に
は
、「
支
那
の
小
説
戯
曲
は
、
従
来
非
常
に
軽
蔑
さ
れ
て
、
そ
の
価
値
を
認

め
る
も
の
さ
へ
無
い
と
い
う
有
様
、
そ
れ
故
に
出
来
得
る
限
り
、
意
を
用
ひ
ま
し
た
。
謂
は
ば
、
闡
幽
顕
微
の
微
志
で
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
自
分
で
ま
だ
読
ま
ぬ
も
の
も
、
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
等
は
、
最
も
信
ず
べ
き
、
前
賢
及
び
先
輩
の
説
に
従
ふ
こ
と
に
し
ま

し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
宋
以
前
の
小
説
に
つ
い
て
は
、
第
五
講
「
両
漢
文
学
」、
第
八
講
「
唐
代
文
学
」
に
お
い
て
は
、「
杜
子

春
」
や
「
長
恨
歌
伝
」
な
ど
い
く
つ
か
の
作
品
名
を
あ
げ
る
と
と
も
に
、
中
で
も
「
会
真
記
」「
遊
仙
窟
」
が
名
編
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
森
槐
南
の
講
義
録
な
ど
を
参
考
に
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

９
‐
２　

久
保
天
随
『
支
那
文
学
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治
三
十
七
年
、
一
九
〇
四
）

〔
内
容
〕
早
稲
田
大
学
の
講
義
録
と
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
著
は
修
訂
増
補
を
重
ね
出
版
さ
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
る
も
の
が
、
こ
の
明
治
三
十
七
年
度
版
で
あ
る
が
、
芳
村
弘
道
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
も
す
で
に
改
定
を
経
た
も
の
で
あ

り
、
黄
得
時
「
久
保
天
随
博
士
小
伝
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
年
こ
ろ
に
、
す
で
に
早
稲
田
大
学
の
講
義
録
を
書

い
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
も
再
度
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
上
下
巻
と
な
っ
て
お
り
、
小
説
、
戯
曲
を
中
心
に
大
き
な
増
補
が
見
ら
れ
る
。
明
治
三
十
七
年
度
版
で
は
、
唐
代
の
小
説
に
つ
い
て

は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
明
治
四
十
年
度
版
で
は
、「
第
３
期　

中
世
文
学　

第
１
唐
代
文
学　

26
唐
代
の
小
説
」



125

明治期の日本における中国小説史研究について

と
い
う
項
目
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
名
篇
の
名
前
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
内
容
は
乏
し
い
。
一
方
明
治
三

十
七
年
度
版
か
ら
あ
る
「
第
二
期　

中
古
文
学　
（
七
）
小
説
の
発
展
」
に
お
い
て
は
、『
漢
書
』「
芸
文
志
」
の
「
小
説
家
」
に
つ
い

て
分
析
す
る
と
と
も
に
、
胡
応
麟
の
説
を
紹
介
し
、「
飛
燕
外
伝
」、「
雑
事
秘
辛
」
に
つ
い
て
は
詳
し
い
紹
介
を
試
み
て
い
る
。

ま
た
明
治
四
十
年
度
版
、
四
十
三
年
度
版
で
は
、「
清
代
文
学
」
に
お
い
て
「
近
時
の
小
説
」
の
項
を
設
け
、「
児
女
英
雄
伝
」
な
ど

清
末
の
作
品
に
ま
で
触
れ
て
い
る
。

10
‐
１　

松
平
康
国
『
支
那
文
学
史
談
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
出
版
年
不
明
）

〔
著
者
略
歴
〕
文
久
三
年
―
昭
和
二
十
一
年
（
一
八
六
三
―
一
九
四
六
）。
東
京
大
学
予
備
門
に
お
い
て
英
語
を
学
び
、
明
治
一
九
年

（
一
八
八
六
）
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
留
学
。
帰
国
後
は
、
読
売
新
聞
記
者
と
な
り
、
ま
た
袁
世
凱
に
招
か
れ
中
国
に
わ
た
る
。
明
治
三
十

九
年
（
一
九
〇
六
）
に
は
張
之
洞
の
政
治
顧
問
と
な
る
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
早
稲
田
大
学
教
授
と
な
る
。

〔
内
容
〕
宋
代
ま
で
を
記
す
。「
緒
言
」
に
お
い
て
、
従
来
の
古
城
、
久
保
、
笹
川
の
文
学
史
が
、
漢
学
の
素
養
の
あ
る
も
の
に
は
、
レ

ベ
ル
が
低
く
、
無
い
も
の
に
は
高
い
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
読
者
を
漢
学
の
素
養
の
な
い
も
の
に
設
定
し
記
述
す
る
と
述
べ
て

い
る
。
総
説
に
お
い
て
は
、
中
国
文
化
の
特
徴
に
つ
い
て
「
雄
大
」「
悲
壮
」「
純
一
」「
簡
潔
」「
対
待
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
説
明

し
、
文
字
の
種
類
、
文
体
の
種
類
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く
分
類
し
説
明
し
て
い
る
。
小
説
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。

11
‐
１　

宮
崎
繁
吉
『
支
那
近
世
文
学
史
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治
三
十
八
年
、
一
九
〇
五
）

〔
著
者
略
歴
〕
明
治
四
年
―
昭
和
八
年
（
一
八
七
一
―
一
九
三
三
）。
号
は
来
城
。
佐
賀
中
学
を
卒
業
後
は
、
上
京
し
独
学
。
二
六
新
聞

に
入
り
、
日
露
戦
争
の
際
に
は
従
軍
記
者
と
な
る
。
ま
た
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
頃
に
は
、
満
州
日
報
記
者
と
し
て
清
に
駐
在
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し
た
こ
と
も
あ
る
。
後
に
は
福
岡
高
等
学
校
等
で
も
教
鞭
を
と
る
。
台
湾
や
大
陸
に
渡
り
当
地
の
人
と
交
流
し
た）

（1
（

。

〔
内
容
〕
明
治
三
十
七
年
度
文
学
教
育
科
第
一
学
年
講
義
録
で
あ
る
。
表
題
の
通
り
、
近
世
す
な
わ
ち
金
元
以
降
の
文
学
に
つ
い
て
述

べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
篇
「
金
元
間
の
文
学
」
第
四
章
「
元
朝
の
小
説
及
び
戯
曲
」
第
一
節
「
小
説
及
び
戯
曲
の
発
展
」
に
お
い

て
、
元
以
前
の
小
説
及
び
戯
曲
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
南
北
文
化
の
地
域
差
を
述
べ
、
南
の
文
化
に
お
い
て
は
小
説

的
な
萌
芽
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
儒
教
を
重
ん
じ
る
北
の
文
化
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
れ
は
育
た
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
元
代
に
至

っ
て
異
民
族
の
到
来
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
曲
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ
う
な
っ
た
と
い
う
他
書
に
も
見
ら
れ
る
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
漢
代
の
小
説
、
六
朝
、
唐
代
の
小
説
に
つ
い
て
も
、
他
書
に
見
ら
れ
る
記
述
と
ほ
ぼ
変
わ
り
は
な
い
。

清
代
末
の
小
説
も
紹
介
し
、
と
り
わ
け
『
紅
楼
夢
』
と
『
児
女
英
雄
伝
』
な
ど
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。

別
表　

明
治
期
日
本
に
お
け
る
中
国
文
学
史

著
者
・
生
没
年

経
歴

著
作

出
版
社
・
出
版
年

備
考

1
―
1
末
松
謙
澄

安
政
二
年
―
大
正
九
年
、
一

八
五
五
―
一
九
二
〇

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
卒

『
支
那
古
文
学
略
史
』

文
学
社
、
明
治
十
五
年
、
一

八
八
二

明
治
十
五
年
、
六
月
、
ロ
ン
ド
ン

日
本
学
生
会
に
お
け
る
講
演
に
も

と
づ
く

2
―
1
児
島
献
吉
郎

慶
応
二
年
―
昭
和
六
年
、
一

八
六
六
―
一
九
三
一

明
治
二
十
一
年
（
一
八
八

八
）、
東
京
帝
国
大
学
付

属
古
典
講
習
科
漢
書
科
卒

『
支
那
文
学
史
』

同
文
社
、
明
治
二
十
四
―
二

十
五
年
、
一
八
九
一
―
一
八

九
二

同
文
社
発
行
『
支
那
文
学
』
第
一

号
か
ら
九
号
お
よ
び
第
十
一
号
に

掲
載

2
―
2
児
島
献
吉
郎

『
文
学
小
史
』

漢
文
書
院
、
明
治
二
十
七

年
、
一
八
九
四

漢
文
書
院
発
行
『
支
那
学
』
第
一

号
、
第
二
号
、
第
六
号
掲
載
。

2
―
3
児
島
献
吉
郎

『
支
那
大
文
学
史
古
代

篇
』

冨
山
房
、
明
治
四
十
二
年
、

一
九
〇
九
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著
者
・
生
没
年

経
歴

著
作

出
版
社
・
出
版
年

備
考

2
―
4
児
島
献
吉
郎

『
支
那
文
学
史
綱
』

冨
山
房
、
明
治
四
十
五
年
、

一
九
一
二

2
―
5
児
島
献
吉
郎

『
支
那
文
学
史
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
刊
行

年
不
明
、
大
正
十
年
、
一
九

二
一
以
降
か
？

3
―
1
古
城
貞
吉

慶
応
二
年
―
昭
和
二
十
四

年
、
一
八
六
六
―
一
九
四
九

第
一
高
等
学
校
中
退

『
支
那
文
学
史　

完
』

経
済
雑
誌
社
、
明
治
三
十

年
、
一
八
九
七

4
―
1
藤
田
豊
八

明
治
二
年
―
昭
和
四
年
、
一

八
六
九
―
一
九
二
九

明
治
二
十
八
（
一
八
九

五
）
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
漢
文
科
卒
業

『
支
那
文
学
史
』

東
京
専
門
学
校
、
明
治
二
十

八
―
明
治
三
十
年
？
一
八
九

五
―
一
八
九
七
？

邦
語
文
学
科
第
一
回
二
年
級
講
義

録
、
第
二
回
三
年
級
講
義
録

4
―
2
藤
田
豊
八

『
支
那
文
学
学
史
綱　

先
秦
文
学
』

東
華
堂
、
明
治
三
十
年
、
一

八
九
七

5
―
1
笹
川
臨
風
・
白
河
鯉
洋
・
大

町
桂
月
・
藤
田
剣
峯
・
田
岡

嶺
雲

欄
外
参
照
。

『
支
那
文
学
大
綱
』

大
日
本
図
書
株
式
会
社
、
明

治
三
十
―
三
十
七
年
、
一
八

九
七
―
一
九
〇
四

白
河
、
大
町
、
田
岡
の
生
没
年
等

に
つ
い
て
は
、
欄
外
を
参
照
の
こ

と
。

6
―
1
笹
川
種
郎

明
治
三
年
―
昭
和
二
十
四

年
、
一
八
七
〇
―
一
九
四
九

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九

六
）
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
国
史
科
卒

『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
東
華
堂
、
明
治
三
十
年
、
一

八
九
七

6
―
2
笹
川
種
郎

『
支
那
文
学
史
』

博
文
館
「
帝
国
百
科
全
書
」

第
九
編
、
明
治
三
十
一
年
、

一
八
九
八

7
―
1
高
瀬
武
次
郎

明
治
元
年
―
昭
和
二
十
五

年
、
一
九
六
八
―
一
九
五
〇

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九

八
）
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
漢
学
科
卒

『
支
那
文
学
史
』

哲
学
館

明
治
三
十
四
年
、
一
九
〇
一
哲
学
館
漢
学
専
修
漢
学
講
義
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著
者
・
生
没
年

経
歴

著
作

出
版
社
・
出
版
年

備
考

8
―
1
中
根
淑

天
保
十
年
―
大
正
二
年
（
一

八
三
九
―
一
九
一
三
）

幕
臣
の
漢
学
者
、
曽
根
得

斎
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、

幼
い
こ
ろ
中
根
家
の
養
子

と
な
る
。

『
支
那
文
学
史
要　

全
』
金
港
堂
、
明
治
三
十
三
年
、

一
九
〇
〇

9
―
1
久
保
天
随

明
治
八
年
―
昭
和
九
年
（
一

八
七
五
―
一
九
三
四
）

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九

八
）
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
漢
文
学
科
卒

『
支
那
文
学
史
』

人
文
社
、
明
治
三
十
六
年
、

一
九
〇
三

9
―
2
久
保
天
随

『
支
那
文
学
史
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治

三
十
七
年
、
一
九
〇
四

早
稲
田
大
学
講
義
録

10
―
1
松
平
康
国

文
久
三
年
―
昭
和
二
十
一
年

（
一
八
六
三
―
一
九
四
六
）

明
治
一
九
年
（
一
八
八

六
）
年
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に

留
学

『
支
那
文
学
史
談
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
出
版

年
不
明

早
稲
田
大
学
講
義
録

11
―
1
宮
崎
繁
吉

明
治
四
年
―
昭
和
八
年
（
一

八
七
一
―
一
九
三
三
）

佐
賀
中
学
を
卒
業
後
は
、

上
京
し
独
学

『
支
那
近
世
文
学
史
』

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治

三
十
八
年
、
一
九
〇
五

早
稲
田
大
学
明
治
三
十
七
年
度
文

学
教
育
科
第
一
学
年
講
義
録

白
河
鯉
洋
（
明
治
七
年
―
大
正
八
年
、
一
八
七
四
―
一
九
一
九
）。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
卒
。

大
町
桂
月
（
明
治
二
年
―
大
正
十
四
年
、
一
八
六
九
―
一
九
二
五
）。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
卒
。

田
岡
嶺
雲
（
明
治
三
年
―
大
正
元
年
、
一
八
七
〇
―
一
九
一
二
）。
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
漢
学
科
選
科
卒
。

三
．
記
述
の
特
徴	

以
上
明
治
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
書
か
れ
た
中
国
文
学
史
、
中
国
小
説
史
に
つ
い
て
、
小
説
、
と
く
に
宋
以
前
の
小
説
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に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
記
述
が
さ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
概
観
し
た
。
以
下
そ
の
特
色
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

ま
ず
前
稿
に
お
い
て
も
簡
単
に
ふ
れ
た
が
、
本
格
的
な
内
容
を
持
つ
初
め
て
の
中
国
文
学
史
と
い
わ
れ
る
３
‐
１
古
城
貞
吉
の
『
支

那
文
学
史　

完
』
で
は
、
小
説
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
出
版
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
で
あ
る
が
、
古
城
は
明
治
二
十

四
年
（
一
八
九
一
）
か
ら
、
執
筆
に
着
手
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
前
年
の
明
治
二
十
三
（
一
八
九

〇
）
に
は
三
上
参
次
、
高
津
鍬
太
郎
に
よ
っ
て
初
め
て
の
日
本
文
学
史
で
あ
る
『
日
本
文
学
史
』（
金
港
堂
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に

触
発
さ
れ
て
執
筆
を
思
い
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
古
城
の
書
に
は
、
井
上
哲
次
郎
に
よ
る
「
序
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

「
近
頃
日
本
文
学
史
を
著
は
す
も
の
は
二
三
之
れ
あ
り
、
然
れ
ど
も
未
だ
支
那
文
学
史
を
著
は
し
し
も
の
あ
る
を
聞
か
ず
」
と
あ
り
、

し
か
し
中
国
学
術
界
に
は
い
ま
だ
そ
の
準
備
は
な
く
、
そ
こ
で
中
国
文
化
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
て
き
た
日
本
人
こ
そ
が
こ
の
任
に

当
た
る
べ
き
で
あ
る
と
書
か
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
古
城
自
身
の
執
筆
動
機
を
代
弁
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

当
時
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
の
書
い
た
『
英
国
文
学
史
』
が
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
三
上
達
は
、

こ
う
し
た
西
洋
の
文
学
史
を
手
本
に
日
本
文
学
史
を
書
き
上
げ
た
。
テ
ー
ヌ
の
文
学
史
は
、「
種
族
、
環
境
、
時
代
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
文
学
の
在
り
方
を
決
め
る
と
い
う
考
え
で
書
か
れ
て
お
り
、
古
城
も
こ
れ
ら
の
書
を
参
考
に
そ
の
著
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。「
序
論
」
に
お
い
て
は
、
中
国
人
の
国
民
性
や
地
理
的
特
徴
と
し
て
西
北
と
東
南
に
よ
っ
て
そ
の
文
学
に
違
い
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

四
囲
の
境
遇
、
山
川
風
土
の
形
勢
、
人
俗
好
尚
の
異
同
等
よ
り
し
て
一
団
の
影
子
を
造
成
し
て
其
の
文
学
上
に
照
映
す
る
も
の
あ

り
（
中
略
）
西
北
の
人
は
直
を
以
て
聞
こ
ゆ
れ
と
も
其
の
失
や
狠
な
り
東
南
の
人
は
詐
、
多
き
も
其
の
得
や
易
な
り
故
に
古
よ
り

以
来
、
西
北
の
政
は
多
く
厳
を
以
て
平
を
致
し
江
南
の
政
は
多
く
寛
を
以
て
治
を
為
せ
り
（
中
略
）
是
の
如
く
に
し
て
其
の
文
学
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上
に
影
響
す
る
所
、
西
北
は
詞
気
貞
剛
に
し
て
音
韻
鏗
爾
た
り
而
し
て
東
南
の
文
学
は
雍
容
和
雅
、
済
々
た
る
治
平
の
音
、
毎
に

此
地
よ
り
発
す

と
あ
る
。
内
容
は
、
先
秦
時
代
は
「
諸
子
時
代
」
と
し
て
、
儒
家
、
道
家
な
ど
を
扱
っ
て
い
る
が
、
漢
代
以
降
は
詩
文
を
中
心
に
論
じ

て
い
る
。
し
か
し
先
に
引
用
に
し
た
吉
川
幸
次
郎
の
「
こ
の
書
は
大
部
分
を
詩
文
に
関
す
る
叙
述
に
費
し
、
戯
曲
小
説
に
つ
い
て
の
叙

述
を
欠
く
」
と
い
う
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
で
は
小
説
、
戯
曲
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
執
筆
当
時
に
お
い
て

も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、『
東
洋
哲
学
』
第
四
編
第
六
号
（
明
治
三
十
年
八
月
）
の
「
新
刊
批
評
」
に
お
い
て
「
先
秦
文
学
と
支

那
文
学
史
」
と
し
て
、
藤
田
豊
八
の
書
と
と
も
に
批
評
さ
れ
た
文
章
に
お
い
て
「
稗
史
小
説
を
全
く
省
略
し
た
る
は
吾
人
の
大
に
遺
憾

と
す
る
所
也
、
後
代
支
那
文
学
史
中
、
稗
史
小
説
は
少
か
ら
さ
る
好
位
置
を
占
む
る
と
は
作
者
の
夙
に
知
る
所
な
ら
ん
、
然
る
に
作
者

は
全
然
措
き
て
問
は
す
、
果
し
て
意
あ
り
て
然
り
し
か
、
又
意
な
く
し
て
然
り
し
か
、
将
た
所
謂
経
術
文
章
の
外
、
一
も
取
る
べ
か
ら

ず
と
の
見
解
よ
り
之
を
捨
て
し
か
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
古
城
自
身
も
気
に
か
け
、
再
版
の
際
に
補
足
の
説
明

を
行
っ
た
こ
と
も
す
で
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
ま
た
「
先
学
を
語
る
―
古
城
貞
吉
先
生
」
に
よ
れ
ば
、
古
城
が
こ
の
書
を
書
い
た
当

時
は
、
小
説
戯
曲
な
ど
を
正
当
な
文
学
と
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
古
城
は
小
説
戯
曲
に
関
す
る
記
述
は
行
わ
な
か
っ
た
が
、

そ
の
後
そ
の
方
面
で
の
研
究
が
出
て
き
た
の
で
、
こ
の
書
の
内
容
を
不
完
全
な
も
の
と
し
、
後
に
は
絶
版
に
し
た
と
い
う
逸
話
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
後
年
古
城
自
身
は
、『
元
曲
選
』
な
ど
を
観
た
が
、
学
力
不
足
の
た
め
理
解
で
き
ず
、
省
略
し
た
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
支
那
に
行
っ
て
勉
強
し
た
い
と
思
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
古
城
は
若
い
頃
に
『
金
瓶
梅
』
を
借
り
て
き

て
読
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
父
親
に
見
つ
か
り
怒
ら
れ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
発
言
の
真
偽
の
ほ
ど
は
測
り
か
ね
る

と
こ
ろ
も
あ
る）

（1
（

。
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古
城
の
発
言
は
、
出
版
後
か
な
り
時
を
経
て
い
た
り
、
弟
子
た
ち
が
伝
え
聞
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
発
言
が
出
て
く
る
背
景
に
は
、
古
城
が
初
版
を
出
版
し
た
明
治
三
十
年
に
は
、
小
説
を
文
学
史
に
組
み
込

む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
再
版
を
出
す
明
治
三
十
五
年
に
は
、
文
学
史
の
中
に
は
小
説
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方

が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

古
城
以
外
の
小
説
に
関
す
る
記
述
の
あ
る
文
学
史
の
内
容
は
、
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
．
元
代
以
前
は
、
戯
曲
小
説
が
ほ
と
ん
ど
発
達
し
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て
中
国
の
南
北
文
化
の
差
異
を
あ
げ

る
。
南
方
に
は
『
荘
子
』『
楚
辞
』
な
ど
想
像
力
に
満
ち
た
も
の
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
儒
教
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
北
方
の

実
際
的
で
規
範
や
道
徳
を
重
ん
じ
る
文
化
が
優
勢
を
占
め
て
い
た
た
め
に
、
小
説
へ
の
萌
芽
を
含
み
な
が
ら
も
、
十
分
に
は
発

達
し
な
か
っ
た
と
説
く
。

二
．
漢
代
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』「
芸
文
志
」
の
「
小
説
家
」
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
小
説
家
」
の
起
源
に
つ
い
て
述
べ
る
。

三
．
漢
魏
、
六
朝
、
唐
代
に
つ
い
て
上
記
に
ふ
れ
た
よ
う
な
代
表
的
な
作
品
を
あ
げ
る
。

一
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
当
時
は
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
の
書
い
た
『
英
国
文
学
史
』
が
非
常
に
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。

テ
ー
ヌ
の
文
学
史
は
、「
時
代
、
環
境
、
種
族
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
学
の
在
り
方
を
決
め
る
と
い
う
考
え
で
書
か
れ
て
お
り
、

中
国
小
説
の
形
成
に
も
、
こ
の
考
え
は
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。

例
え
ば
藤
田
豊
八
は
、
４
‐
１
『
支
那
文
学
史
』
に
お
い
て
は
「
小
説
の
萌
芽
」
と
い
う
一
節
が
設
け
、
そ
こ
で
は
小
説
の
源
流
は
、

想
像
力
の
豊
か
な
南
方
に
現
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
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由
来
南
人
は
空
想
の
力
に
富
む
。
而
し
て
神
仙
方
術
家
者
流
は
南
方
老
荘
の
思
想
に
附
会
し
、
そ
の
寓
言
を
事
実
と
し
て
人
間
長

生
不
死
の
欲
望
に
投
せ
し
も
の
に
あ
ら
ず
や
。
支
那
小
説
は
こ
こ
に
起
因
を
有
せ
し
な
り
。

さ
ら
に
、

南
方
文
学
が
北
方
文
学
の
意
志
と
情
と
の
衝
突
を
写
す
の
み
な
る
に
異
な
り
て
、
天
然
の
美
を
発
揮
せ
し
は
や
が
て
放
埓
な
る
情

欲
を
写
し
、
は
た
人
間
肉
体
の
美
を
描
く
に
至
り
し
所
以
に
あ
ら
ず
や
。

と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
「
余
は
志
怪
、
伝
奇
の
共
に
南
方
文
学
に
胚
胎
せ
し
も
の
な
る
を
断
言
し
得
べ
し
と
信
ず
」
と
結
論
付
け
る
。

し
か
し
『
支
那
文
学
史
』
は
、
六
朝
ま
で
で
記
述
が
終
わ
っ
て
い
る
の
で
、
六
朝
か
ら
唐
に
か
け
て
の
小
説
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
藤

田
は
触
れ
て
い
な
い）

（1
（

。

ま
た
初
め
て
の
中
国
小
説
史
の
専
著
で
あ
る
笹
川
種
郎
の
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
藤
田
の
北
方
文
学
、
南
方

文
学
と
い
う
考
え
方
を
引
き
継
ぎ
、
南
方
に
小
説
の
萌
芽
が
あ
る
と
し
た
上
で
、

然
れ
ど
も
北
方
は
支
那
上
代
に
於
け
る
歴
史
的
中
心
な
り
。
実
際
的
傾
向
を
有
す
る
北
方
人
種
は
上
代
支
那
の
歴
史
的
人
種
な
り
。

南
方
人
種
は
永
く
歴
史
的
中
心
の
圏
子
裏
に
入
る
こ
と
を
得
ざ
り
き
。
さ
れ
ば
北
方
人
種
思
想
の
風
潮
は
殆
ど
支
那
全
土
を
傾
倒

せ
ん
と
し
、
其
産
物
な
る
儒
教
は
古
今
三
千
載
を
貫
き
て
禹
域
の
人
心
を
繫
縛
せ
り
。
南
方
文
学
が
豊
富
な
る
思
想
を
有
す
る
に

か
か
は
ら
ず
、
終
に
小
説
戯
曲
の
発
達
を
来
さ
ざ
り
し
も
の
亦
北
方
思
潮
に
傾
倒
せ
ら
れ
し
か
故
に
非
ざ
る
な
き
か
。（『
支
那
小
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説
戯
曲
小
史
』
第
一
篇
「
支
那
に
於
け
る
小
説
戯
曲
の
発
展
」）

と
し
、
元
代
以
前
に
小
説
戯
曲
が
発
展
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
、
い
く
つ
か
の
作
品
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
元
に
至
り
、
異
民
族
王
朝

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
戯
曲
や
小
説
が
発
達
し
た
と
説
く
。

一
方
で
、
藤
田
、
笹
川
の
書
を
含
め
、
今
回
調
査
し
た
文
学
史
の
宋
以
前
の
小
説
に
関
す
る
記
述
は
、
上
に
指
摘
し
た
よ
う
な
二
や

三
の
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
も
そ
も
笹
川
の
『
中
国
小
説
戯
曲
小
史
』
も
、
出
版
当
時
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
高
い
評
価

を
得
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
桂
浜
月
下
漁
郎
（
大
町
桂
月
）「
先
秦
文
学
と
支
那
小
説
戯
曲
小
史
と
を
評
す
」（『
帝
国
文
学
』

第
三
巻
第
七
号
、
明
治
三
十
年
所
収
）
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

支
那
小
説
戯
曲
小
史
を
著
は
す
に
当
た
り
て
は
、
漫
筆
的
に
傾
き
、
漫
評
に
流
れ
、
支
那
人
の
文
話
詩
話
に
類
し
て
、
科
学
的
、

秩
序
的
、
総
合
的
、
も
し
く
は
批
評
的
な
る
を
力
め
ざ
り
し
を
惜
し
ま
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
こ
の
書
、
支
那
小
説
戯
曲
小
史
と
云
は

ん
よ
り
は
、
支
那
小
説
戯
曲
名
作
梗
概
と
い
ふ
を
適
当
と
す
、
極
言
す
れ
ば
、
水
滸
伝
、
西
遊
記
の
二
書
の
略
評
と
、
西
廂
記
、

琵
琶
記
、
紅
楼
夢
、
桃
花
扇
、
金
雲
翹
伝
の
四
書
の
梗
概
、
湯
若
士
、
金
聖
歎
、
李
笠
翁
の
三
人
の
略
伝
と
を
、
稍
順
序
よ
く
臚

列
し
て
、
強
ひ
て
一
冊
子
と
な
せ
る
も
の
也
。
論
じ
て
要
領
を
得
ず
、
説
い
て
肯
綮
に
中
ら
ず
、
筆
致
も
雑
誌
的
に
し
て
、
書
冊

的
の
威
厳
な
く
縦
横
流
活
の
妙
な
く
、
老
成
慎
重
の
趣
な
く
、
半
可
通
の
惚
気
に
似
て
、
将
軍
鞍
に
拠
り
て
顧
盻
す
る
の
風
度
な

く
、
華
麗
な
る
か
如
く
に
し
て
、
実
は
渋
晦
、
器
用
な
る
が
如
く
に
し
て
、
実
は
幼
遅
、
一
言
す
れ
ば
、
高
等
中
学
時
代
も
し
く

は
中
学
時
代
の
習
気
を
存
す
る
も
の
多
し
。
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笹
川
の
著
が
、
全
般
的
に
い
く
つ
か
の
中
国
小
説
の
紹
介
に
終
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
紹
介
の
多
く
も
金
聖
歎
の
説
に
よ
る
の

み
で
、
系
統
だ
っ
た
小
説
史
を
築
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
和
田
英
信
は
「
明
治
期
刊
行
の
中
国
文
学
史
」
に
お
い
て
、
当
時
の
文
学
史
の
著
者
の
多
く
が
現
在
の
東
京
大
学
前
身

に
あ
た
る
帝
国
大
学
文
科
大
学
古
典
講
習
科
も
し
く
は
漢
学
科
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る）

（1
（

。

本
稿
で
も
上
記
の
調
査
結
果
に
記
し
た
よ
う
に
、
児
島
献
吉
郎
、
藤
田
豊
八
、
笹
川
種
郎
、
白
河
次
郎
、
大
町
桂
月
、
田
岡
嶺
雲
、

高
瀬
武
次
郎
、
久
保
天
随
な
ど
筆
者
の
多
く
は
、
明
治
二
十
か
ら
三
十
年
代
に
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
古
典
講
習
科
も
し
く
は
漢
学
科

を
卒
業
し
て
い
た
。
彼
ら
は
卒
業
後
、『
東
亜
説
林
』
や
『
帝
国
文
学
』
な
ど
の
雑
誌
を
主
宰
し
、
文
筆
活
動
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る

「
赤
門
文
士
」
と
呼
ば
れ
て
い
た）

11
（

。

明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
極
端
な
欧
化
政
策
に
反
す
る
よ
う
に
、
東
京
帝
国
大
学
に
は
古
典
講
習
科
（
明
治
十
四
年
か
ら
明
治
二
十
一

年
）
や
文
科
大
学
漢
文
学
科
（
明
治
十
九
年
創
設
）
が
置
か
れ
、
多
く
の
優
秀
な
卒
業
生
を
輩
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
等
は
漢
学

を
専
攻
す
る
と
と
も
に
、
西
洋
の
新
し
い
学
問
も
学
ん
で
お
り
、
そ
う
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
明
治
以
前
の
旧
来
の
伝
統
を
守
り
続
け

る
こ
と
に
熱
心
な
漢
学
者
達
の
学
問
方
法
は
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
卒
業
後
は
、
大
学
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
亜
学

院
な
ど
の
学
校
経
営
を
試
み
た
り
、『
東
亜
説
林
』
な
ど
の
雑
誌
を
主
宰
し
、
彼
ら
自
身
も
進
ん
で
文
筆
活
動
を
行
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
状
況
に
つ
い
て
、
当
時
『
東
洋
哲
学
』
第
四
編
第
四
号
（
明
治
三
十
年
六
月
）
の
「
雑
報
」
に
載
せ
ら
れ
た
「
漢
学
研
究
の
方
法
」

は
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
漢
学
研
究
に
お
い
て
新
し
い
研
究
が
開
拓
さ
れ
な
い
の
は
、

当
今
の
所
謂
漢
学
者
概
し
て
明
治
以
前
の
教
育
を
受
け
た
る
老
朽
者
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
普
通
学
に
乏
き
固
陋
な
る
学
者
に
し
て
、

経
術
文
章
に
長
す
る
も
、
脳
中
既
に
陳
腐
な
る
知
識
の
為
に
満
さ
れ
、
絶
え
て
進
取
の
気
象
な
く
、
到
底
今
日
の
学
術
界
に
卓
立
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し
て
、
他
の
学
者
と
肩
を
斉
う
し
て
論
争
す
べ
き
に
あ
ら
さ
る
也
、

と
い
う
旧
来
の
漢
学
者
の
状
況
が
あ
り
、
一
方
西
欧
の
学
問
に
も
通
じ
さ
ら
に
漢
学
に
対
し
て
も
そ
う
し
た
方
法
を
以
て
研
究
す
る
者

た
ち
が
あ
る
が
、
そ
う
し
た
者
達
の
多
く
は
旧
漢
学
者
に
は
後
継
者
と
み
な
さ
れ
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
「
所
謂
新
漢
学
者
は
唯
新
聞

雑
誌
若
く
は
著
述
に
於
て
己
か
研
究
の
結
果
を
世
に
発
表
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
」
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
さ
に
藤
田
、
笹
川
、
田
岡
、
白
河
、
久
保
な
ど
上
記
に
あ
げ
た
中
国
文
学
史
を
著
し
た
著
者
の
多
く
は
、
東
京
帝
国
大
学
の
漢
学

科
を
卒
業
生
で
あ
り
、
卒
業
後
は
、
在
野
で
活
躍
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
そ
の
当
時
に
つ
い
て
、
神
田
喜
一
郎
は
、
久
保
天
随
に
つ

い
て
語
っ
た
文
章
の
中
で
、「
久
保
天
随
先
生
の
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
せ
ら
れ
た
明
治
三
十
二
年
前
後
に
は
、
そ
の
卒
業
生
の
中
に

は
み
ず
か
ら
好
ん
で
在
野
派
的
な
行
動
を
と
る
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
」
と
し
、
久
保
の
ほ
か
に
、
田
岡
霊
運
、
中
野
逍
遥
、
藤
田
剣

峰
、
白
河
鯉
洋
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
い
る）

1（
（

。
彼
ら
が
卒
業
後
、
大
学
に
残
ら
な
か
っ
た
の
は
、
上
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
情
が

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
東
京
帝
国
大
学
に
お
い
て
は
、
大
学
に
関
係
あ
る
教
員
、
職
員
、
学
士
、
学
生
ら
が
帝
国
文
学
会
を
組
織
し
、
明
治
二
十
八
年

（
一
八
九
五
）
雑
誌
『
帝
国
文
学
』
を
発
刊
し
た
。『
帝
国
文
学
』
は
必
ず
し
も
漢
学
専
門
の
雑
誌
で
は
な
く
、
笹
川
種
郎
も
発
刊
当
時

に
つ
い
て
「
私
は
其
頃
藤
田
（
剣
峯
）
藤
田
（
精
一
）
藤
岡
（
作
太
郎
）
藤
井
（
乙
男
）
田
岡
（
嶺
雲
）
小
柳
（
司
気
太
）
君
な
ん
か

の
一
味
に
依
り
て
作
ら
れ
た
東
亜
説
林
、
東
亜
学
院
講
義
録
の
方
に
関
係
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
初
の
頃
の
帝
国
文
学
と
は
縁
が
薄
か

っ
た
の
で
す）

11
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
役
員
に
大
町
桂
月
や
狩
野
直
喜
が
名
を
連
ね
る
な
ど
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
関
係
か
ら
次
第

に
、
漢
学
科
の
卒
業
生
ら
も
同
誌
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
状
況
を
三
浦
叶
は
「『
帝
国
文
学
』
は
他
の
文
学
雑
誌
と
異
な

り
、
一
段
と
深
く
漢
学
会
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」
と
し
、
同
誌
と
漢
文
学
と
の
か
か
わ
り
を
考
察
し
て
い
る）

11
（

。
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同
誌
に
は
、
田
岡
佐
代
治
「
漢
学
復
興
の
機
」（
第
二
巻
第
一
号
、
明
治
二
十
四
年
）
や
白
河
次
郎
「
漢
学
者
の
新
事
業
」（
第
三
巻

第
十
号
、
明
治
三
十
年
）
な
ど
旧
来
の
漢
学
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
現
状
を
憂
え
、
西
洋
の
方
法
を
取
り
入
れ
た
新
し
い
漢
学
研
究
の

必
要
性
が
説
か
れ
た
文
章
が
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
「
漢
学
者
の
渡
清
」（
第
三
巻
第
九
号
、
明
治
三
十
三
年
）
と
し
て
、

「
西
洋
の
漢
学
者
の
中
に
は
、
足
直
に
支
那
の
内
地
を
踏
み
、
耳
直
に
支
那
の
活
語
を
聞
き
、
支
那
の
新
作
を
読
み
、
他
国
に
伝
は
ら

ざ
る
珍
書
を
得
て
、
活
眼
を
以
て
、
之
を
研
究
す
る
も
の
少
な
か
ら
ず
」
と
し
て
、
日
本
人
学
者
も
直
に
清
を
見
る
べ
き
だ
と
し
て
、

藤
田
や
田
岡
の
渡
清
を
歓
迎
す
る
文
章
な
ど
も
書
か
れ
て
い
る
。

当
時
の
中
国
文
学
史
の
著
者
達
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
、
西
洋
を
起
源
と
す
る
文
学
史
、
特
に
テ
ー
ヌ
の
『
英
国

文
学
史
』
を
範
と
し
て
、
中
国
文
学
史
を
叙
述
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
い
た
。
そ
れ
は
和
田
英
信
が
、「
草
創
期
の
『
文
学
史
』

に
お
い
は
、
そ
の
「『（
中
国
の
）
文
学
』
と
い
う
内
容
そ
の
も
の
に
ま
し
て
、『
史
』
と
い
う
著
述
の
枠
組
み
を
為
す
学
術
体
系
や
叙

述
ス
タ
イ
ル
の
新
ら
し
さ
と
い
う
こ
と
の
比
重
が
、
相
対
的
に
大
き
か
っ
た）

11
（

」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
時
と
し
て
、「
文
学
史
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
先
行
し
て
し
ま
う
結
果
に
も
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
小
説
に
は
限
ら
ず
、
例
え
ば
、
桂
浜
月
下
漁
郎
「
先

秦
文
学
と
支
那
小
説
戯
曲
小
史
と
を
評
す
」
に
お
い
て
は
、
笹
川
の
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
と
と
も
に
評
さ
れ
た
藤
田
豊
八
（
剣

峯
）
の
『
先
秦
文
学
』
に
関
し
て
も
、「
山
川
気
候
は
、
根
本
の
一
因
な
れ
ど
も
、
文
学
に
取
り
て
は
実
は
末
也
、
剣
峯
の
地
形
に
の

み
重
き
を
置
く
は
、
研
究
の
階
段
を
忘
れ
た
る
も
の
に
非
ず
や
。
先
秦
文
学
は
、
当
時
の
所
謂
哲
学
を
経
と
し
、
文
学
を
緯
と
し
て
、

之
に
地
理
的
考
察
を
附
加
し
て
、
小
冊
子
の
割
合
に
は
よ
く
出
来
た
り
」
と
指
摘
し
、
藤
田
の
著
が
、
南
方
、
北
方
の
文
化
の
違
い
に
、

重
点
を
置
き
す
ぎ
る
傾
向
を
批
判
し
て
い
る）

11
（

。

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
三
十
年
か
ら
四
十
年
に
、
日
本
で
書
か
れ
た
中
国
文
学
史
の
中
で
は
、
小
説
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
が
試

み
ら
れ
た
も
の
の
、
元
代
以
降
の
戯
曲
や
白
話
を
中
心
と
す
る
内
容
の
紹
介
や
感
想
の
域
を
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
宋
代
以
前
に
至
っ
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て
は
、
ほ
と
ん
ど
内
容
が
な
か
っ
た
。
そ
の
一
因
に
は
、
文
学
史
の
ス
タ
イ
ル
が
先
行
す
る
中
で
、
伝
統
的
な
詩
文
と
と
も
に
小
説
を

ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
く
の
か
、
小
説
の
は
じ
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
記
し
て
い
く
の
か
と
い
う
考
察
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

四
．
終
わ
り
に

先
に
引
い
た
「
先
秦
文
学
と
支
那
小
説
戯
曲
小
史
と
を
評
す
」
に
お
い
て
は
、「
わ
れ
は
支
那
文
学
に
於
け
る
テ
イ
ン
を
以
て
、
藤

田
剣
峯
、
笹
川
臨
風
に
期
し
ぬ
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
田
中
従
吾
軒
、
森
槐
南
諸
氏
、
支
那
の
小
説
戯
曲
に
通
ぜ
る
を
聞
く
。
而
し
て
、

支
那
小
説
戯
曲
小
史
の
著
は
、
従
吾
軒
の
手
に
成
ら
ず
、
槐
南
の
手
に
成
ら
ず
し
て
、
少
壮
白
面
の
臨
風
に
よ
り
て
、
其
端
を
啓
か
れ

た
り
」
と
書
か
れ
て
お
り
、『
帝
国
文
学
』
の
筆
者
た
ち
が
、
田
中
従
吾
軒
や
森
槐
南
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
前

稿
で
筆
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
森
槐
南
の
小
説
史
研
究
は
、
宋
代
以
前
の
記
述
に
お
い
て
成
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、
槐
南
は
、「
文

学
史
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
に
関
し
て
は
無
自
覚
な
面
が
あ
り
、
小
説
と
詩
文
、
経
書
な
ど
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
考
察
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
を
発
表
し
た
塩
谷
温
は
、
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
三
）
東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
漢
学
科
を
卒
業
し
て
い
る
。
在
学
中
塩
谷
が
、
森
槐
南
の
授
業
を
受
け
、
そ
の
小
説
史
の
構
想
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、

前
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
一
方
で
、
塩
谷
は
、
以
上
の
よ
う
な
明
治
期
に
書
か
れ
た
文
学
史
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
『
帝
国
文
学
』
執

筆
者
達
を
中
心
と
す
る
新
し
い
漢
学
の
模
索
に
も
影
響
を
受
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
両
者
の
成
果
は
、
塩
谷
の
清
国
、

ド
イ
ツ
留
学
を
経
て
、『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
に
結
実
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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注（
1
）「
中
国
小
説
自
来
無
史
、
有
之
、
則
先
見
於
外
国
人
所
作
之
中
国
文
学
史
中
、
而
後
中
国
人
所
作
者
之
中
、
亦
有
之
、
然
其
量
皆
不
及
全

書
之
什
一
、
故
于
小
説
仍
不
詳
」。
北
京
大
学
新
潮
社
。
の
ち
、
人
民
文
学
出
版
社
『
魯
迅
全
集
』
第
九
巻
（
一
九
八
一
年
）
所
収
。
引

用
は
『
魯
迅
全
集
』
版
に
よ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
以
下
書
名
、
引
用
文
な
ど
は
、
全
て
常
用
漢
字
に
統
一
し
た
。

（
2
）『
慶
応
義
塾
大
学
日
吉
紀
要　

中
国
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
所
収
。

（
3
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学
史
観
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
い
。

（
4
）
日
中
を
中
心
と
し
た
近
代
以
降
の
中
国
小
説
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
黄
霖
「
近
百
年
来
「
中
国
小
説
史
」
的
編
纂
」（『
中
国
文
哲
研
究

通
訊
』	

第
十
五
巻	
第
一
期
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
5
）
以
下
各
本
の
著
者
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
記
し
な
い
限
り
、
三
浦
叶
『
明
治
の
漢
学
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
第
二
部

「
漢
学
者
の
研
究
と
活
動
」
第
五
章
「
明
治
年
間
に
於
け
る
日
本
漢
学
史
の
研
究
」
及
び
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学
史
観
』（
前
掲
注

３
）
資
料
編
「
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
中
国
文
学
史
―
明
治
か
ら
平
成
ま
で
―
」
を
参
考
と
し
た
。

（
6
）『
明
治
の
漢
学
』（
前
掲
注
５
）
第
二
部
「
漢
学
者
の
研
究
と
活
動
」
第
二
章
「
児
島
星
江
（
獻
吉
郎
）
と
そ
の
学
問
」
参
照
。

（
7
）「
先
学
を
語
る
―
古
城
貞
吉
先
生
―
」（
原
『
東
方
学
』
第
七
十
一
輯
、
一
九
八
六
年
所
収
、
後
『
東
方
学
回
想
Ⅰ　

先
学
を
語
る
（
１
）』

所
収
、
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
8
）
吉
川
幸
次
郎
「
中
国
文
学
研
究
史
―
明
治
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
ま
で　

前
野
直
彬
氏
と
共
に
―
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
七
巻
、

筑
摩
書
房
、
昭
和
四
十
四
年
所
収
）。

（
9
）「
先
学
を
語
る
―
藤
田
豊
八
先
生
―
」（
原
『
東
方
学
』
第
六
十
三
輯
、
一
九
八
二
年
収
載
、
後
『
東
方
学
回
想
Ⅰ　

先
学
を
語
る
（
１
）』

収
載
、
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
江
上
波
夫
編
著
『
東
洋
学
の
系
譜
』［
第
二
集
］
所
収
「
藤
田
豊
八
」（
江
上
波
夫
執
筆
）（
原
載
『
月

刊
し
に
か
』、
大
修
館
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

（
10
）『
支
那
文
学
大
綱
』
の
内
容
及
び
執
筆
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
竹
村
則
行
「『
支
那
文
学
大
綱
』
と
田
岡
嶺
雲
」（
前
掲
注
３
川
合
康
三
編

『
中
国
の
文
学
史
観
』
所
収
）
及
び
三
浦
叶
『
明
治
の
漢
学
』（
前
掲
注
５
）
第
二
部
「
漢
学
者
の
研
究
と
活
動
」
第
一
章
「
新
漢
学
者
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明治期の日本における中国小説史研究について

（
赤
門
文
士
）
と
そ
の
活
動
」
に
詳
し
い
。

（
11
）
大
町
桂
月
に
つ
い
て
は
、『
明
治
の
漢
学
』（
前
掲
注
５
）
第
一
部
「
明
治
の
漢
学
論
」
第
六
章
「
明
治
の
文
士
・
評
論
家
の
漢
学
観
」「
二
、

大
町
桂
月
の
漢
文
論
」
に
詳
し
い
。

（
12
）
田
岡
嶺
雲
に
つ
い
て
は
、『
明
治
の
漢
学
』（
前
掲
注
５
）
第
一
部
「
明
治
の
漢
学
論
」
第
六
章
「
明
治
の
文
士
・
評
論
家
の
漢
学
観
」「
三
、

田
岡
嶺
雲
と
そ
の
漢
学
論
」
に
詳
し
い
。

（
13
）
十
五
冊
の
内
容
、
著
者
、
刊
行
年
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

巻
一
『
叙
論
・
荘
子
・
孟
子
・
韓
非
子
』（
藤
田
剣
峯
、
田
岡
嶺
雲
、
笹
川
臨
風
、
白
河
鯉
洋
、
明
治
三
十
年
）
／
巻
二
『
白
楽
天
』（
大

町
桂
月
、
明
治
三
十
年
）
／
巻
三
『
李
笠
翁
』（
笹
川
臨
風
、
明
治
三
十
年
）
／
巻
四
『
蘇
東
坡
』（
田
岡
嶺
雲
、
明
治
三
十
年
）
／
巻

五
『
湯
臨
川
』（
笹
川
臨
風
、
明
治
三
十
一
年
）
／
巻
六
『
元
遺
山
』（
笹
川
臨
風
、
明
治
三
十
一
年
）
／
巻
七
『
陶
淵
明
』（
白
河
鯉
洋
、

明
治
三
十
二
年
）
／
巻
八
『
屈
原
』（
田
岡
嶺
雲
、
明
治
三
十
二
年
）
／
巻
九
『
杜
甫
』（
笹
川
臨
風
、
明
治
三
十
二
年
）
／
巻
十
『
高

青
邱
』（
田
岡
嶺
雲
、
明
治
三
十
二
年
）
／
巻
十
一
『
司
馬
相
如
』（
藤
田
剣
峯
、
明
治
三
十
三
年
）
／
巻
十
二
『
司
馬
遷
』（
藤
田
剣
峯
、

明
治
三
十
三
年
）
／
巻
十
三
『
王
漁
洋
』（
田
岡
嶺
雲
、
明
治
三
十
三
年
）
／
巻
十
四
『
曹
子
建
』（
笹
川
臨
風
、
明
治
三
十
三
年
）
／

巻
十
五
『
韓
・
柳
』（
久
保
天
随
、
明
治
三
十
七
年
）
で
あ
る
。
巻
十
五
に
は
、
総
目
次
が
付
さ
れ
、
以
下
も
巻
十
六
『
李
白
』、
巻
十

七
『
陸
放
翁
』、
巻
十
八
『
宋
景
濂
』、
巻
十
九
『
李
夢
陽
』、
巻
二
十
『
結
論
』
が
刊
行
予
定
の
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
出

版
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

（
14
）
各
書
の
内
容
及
び
日
本
の
中
国
文
学
研
究
史
上
に
お
け
る
価
値
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
10
竹
村
則
行
の
論
考
に
詳
し
い
。

（
15
）『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
に
つ
い
て
は
、
西
上
勝
「
人
情
の
探
求
と
小
説
史
の
構
築
―
笹
川
種
郎
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
前
掲
注
３
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学
史
観
』
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
16
）
宮
崎
繁
吉
に
つ
い
て
は
、
飯
田
吉
郎
「
明
治
期
の
中
国
戯
曲
・
小
説
研
究
の
先
駆
者
―
宮
崎
繁
吉
の
こ
と
―
」（『
清
末
文
学
言
語
研
究

会
会
報
』
第
三
号
、
一
九
六
三
年
）
に
詳
し
い
。

（
17
）『
明
治
の
漢
学
』（
前
掲
注
５
）
第
二
部
「
漢
学
者
の
研
究
と
活
動
」
第
七
章
「
明
治
年
間
に
於
け
る
中
国
文
学
史
の
研
究
」
に
お
い
て
、
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『
冨
山
房
五
十
年
』
一
九
三
六
年
に
お
い
て
古
城
が
述
懐
し
た
言
葉
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）
藤
田
に
は
「
支
那
小
説
の
起
源
を
論
ず
」（『
帝
国
文
学
』
第
七
巻
第
五
号
、
明
治
三
十
四
年
所
収
）
と
い
う
論
考
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

ほ
ぼ
『
支
那
文
学
史
』
の
内
容
と
重
な
る
。

（
19
）『
中
国
の
文
学
史
観
』（
前
掲
注
３
）
所
収
。

（
20
）
彼
ら
の
活
動
に
つ
い
て
は
、『
明
治
の
漢
学
』（
前
掲
注
５
）
第
二
部
「
漢
学
者
の
研
究
と
活
動
」
第
一
章
「
新
漢
学
者
（
赤
門
文
士
）

と
そ
の
活
動
」
に
詳
し
い
。

（
21
）「
久
保
天
随
先
生
に
つ
い
て
」（
筑
摩
書
房
『
明
治
文
学
全
集
』
四
一
、
一
九
七
一
年
、
月
報
）。

（
22
）
笹
川
臨
風
「
帝
国
文
学
発
刊
の
前
後
」（『
早
稲
田
文
学
』
第
二
四
三
号
、
大
正
十
五
年
四
月
所
収
）。

（
23
）
三
浦
叶
『
明
治
漢
文
学
史
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）
下
篇
「
明
治
文
学
と
漢
文
学
」
第
六
章
「
明
治
の
文
学
雑
誌
と
漢
文
学
」
一

「『
帝
国
文
学
』
と
漢
文
学
」。

（
24
）
前
掲
注
19
。

（
25
）『
東
洋
哲
学
』
第
四
編
第
六
号
（
明
治
三
十
年
八
月
）「
新
刊
批
評
」「
先
秦
文
学
と
支
那
文
学
史
」
に
お
い
て
も
同
様
の
指
摘
が
あ
る
。


